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このままでは､学校がもちません！
I

2022年全教勤務実態調査より(教諭等）

心身の不調を訴える教職員や休職に追いこまれる教職員が

あとをたちません｡教職をあきらめる若者が増えています｡こ

のままでは学校現場は崩壊します｡今すぐ教職員の長時間労

働を改善することが必要です。

長時間労働の解消は､まったなし
多くの現場の声や教職員の働き方の実態を

受けて､文科省などは改善に向けた審議を

行っています｡公立学校の教職員の勤務時

間や賃金について定めた給特法＊の見直し

などが検討されています。

＊｢公立の義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関する特別措置法｣1971

休憩の取得時間0分は

時間外勤務の事実を認めない行政

給特法において､時間外勤務手当支給の仕組みを適用除外とした

ことで､学校は｢定額働かせ放題｣と言われる職場となっています。

これまで文科省や教育委員会は､教員の時間外勤務の実態につい
’

て礎勤命令に基づかない自発的なもの｡賃金の対象となる労働で

鑓い｣と､その事実を認めてきませんでした｡その結果､無定量な
勤務を強いられることになり､過労死ラインを超える勤務が多くの

学稜で蔓延しています。

｢教育に穴があく｣教職員未配置は深刻

「4月初めに学級担任を発表できなかった｣｢産育休代替者が見つからない｣などの実

態が広がっています｡教職員未配置解消のため､臨時的任用教員や非常勤講師を探し

’
ても､長期間見つからないケースや､やっと非常勤講師が見つかっても未配置の分を

埋めきれないケースなどがあります｡多くの学校では｢穴があいた｣分を､学校全体で

負担しているのが実態であり､教職員の多忙化はさらに深刻となっています｡こうし

た実態は教職を目指す若者を減らす大きな要因となっています。
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文臺教職鑿･教組共闘連絡会
〒102-0084東京都千代田区
TEL.03-5211-0123 FAX.03FAX.03

二番町12－1

-5211 -0124

学校種

全糖璽平均

小学校

中学校

高校

特別支援

時間外勤務(1月あたり）

96時間10分

93時間48分

113時間44分

95時間32分

70時間26分

学校種

鑿接種津均

小学校

中学校

高校

特別支援

休憩の取得時間(1日あたり）

10画1分

4.1分

5.9分

25．1分

11．5分



時間外勤務手当
仕組みを

を支給する ’ 自民党｢令和の教育人材確保I

関する特命委員会｣の提言

】
］

’

･時間外勤務手当については取るべき選択肢とは
言えない

．教職調整額の増額(4％→10％以上）

･メリハリのある給与体系(新たな級の創設､管理

職手当､学級担任手当､主任手当）

時間外勤務手当を支給する仕組みには､管理責任者にペナルティ

を科すという意味があります｡管理責任者に長時間労働を抑制さ

せ､業務量に見合った職員の採用を促すものです｡自民党は時間外

勤務手当の支給について｢とるべき選択とは言えない｣提言を出し

ました｡これでは今の実態を追認し､長時間労働をさらに助長する

巻のになってしまいます。 長時間労働をさらに助長！

| j

'幾選篭踊誌を
＊持ち授業時数に上限を

「一

1日5～6時間も授業を持てば､授業準 指導I
備やその他の仕事時間を合わせると､所 して．
定の勤務時間内に業務を終えることは 校務｛
できません｡持ち授業時間数に上限を設 か､そ

け､そのために必要な教員数を増やすこ
文教ポ

とが求められます。

「一時間当たりの

指導時間数に対しま

して､その準備等の

校務にかかわるもの

か､それと同程度」

2016年11月2日

文教科学委員会政府答弁

ｰ

’ ﾛ抜本的な､教育予算増を
全教は当面､持ち授業時数の上限として以下を求めています

●小学校20時間●中学校18時間●高校15時間
’公財政教育支出の対GDP比(2019年）
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＊業務量に見合った教職員増を

教職員の仕事には､授業とそのための準備の他､生徒指導や学校・

学級運営等様々な仕事があります｡また､特別な支援が必要な子や

日本語指導力泌要な子などが増えています｡多様な子どもたちとと

もに､｢いじめ｣などの問題へも対応しなければいけません｡ひとり

↑ひとりに向き合い豊かな教育を行うには､業務量に見合う教職員の

増員が求められます。
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(蕪OECD2022インディケータ耐b1eC2,3.TOtalexpenditu『eoneducational
institutionsasapeにentageofGDP･bysoueceoffunds(2019)より）

｢教員の長時間勤務に歯止めをかけ､豊かな学校教育を
灘署名は

実現するための全国署名｣に協力してください。 こちら仁
教員の長時間勤務に歯止めをかけ､豊かな学校教育を実現させようと､20人の教育研究者有志が全国署名を始めました｡｢教員の勤務条件

は､教育条件を左右する｡教員が元気に働いてこそ､豊かな学びと学校生活が送れる」として､3項目を提言しました｡ネットと紙を併用した署

名です｡すべての教職員の方やご家族の方などにご協力をお願いします。
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｜ 署名呼びかけ人の言葉
L

署名呼びかけ人の言葉

･大好きな仕事だったのに､心身を病んで休職し､復帰できずに教職を離れざるを得なかった

卒業者たちに思いをはせながら､この署名を広げていきたいです。

片岡洋子(千葉大学名誉教授）

’
･教師の残業を減らす責任は､文部科学省､教育委員会､学校

管理職にあります｡その責任を自覚させるためには､残業に

は残業代を払わなければならないという当たり前の制度

に変える必要があるのです。

前川喜平(現代教育行政研究会代表）
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署名の要求3項目

1.教員にも残業代を支給すること

2.学校の業務量に見合った教職員
を配置すること

3.これらを実現すべく教育予算を
ること



こうなった原因は､教員をとりまくシステムにあります。

教員に残業代を支給しない法律(給特法､1972年施

行)の下で､教員の残業は増え続けました。

学校の業務量にみあった教職員が配置されているの

か?という問題もあります。

子どもが学び育つためには､ゆとりをもって真剣に接し

てくれる教員が必要です。

人にはゆとりがないと､いい仕事ができません。

ゆとりなく働きすぎると､人はこわれてしまいます。

じっさい学校では長時間労働がまん延し、

病気による休職者は増える一方です。

若者も教職を敬遠するようになり、

学級担任も確保できない｢教員不足｣がおきています。

このままでは学校がもちません。

教員の元気を取り戻し、
子どもの豊かな成長を！公立学校教員の精神性疾患による休職者数

〈人〉

私たちは､教育研究の成果に基づいて､この解決には

少なくとも次の3つの事項が不可欠だと考えます。

6000

4500

皿 教員にも残業代を支給すること
3000

図 学校の業務量に見合った教職員を配置すること
1500

回 これらを実現すべく教育予算を増額すること
0

1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020(年）

<出典)文謡科学雀『公立学校教■員の人亭行政贋査｣｢敏育■具に係る鯉戚処分等の
状況について｣各年度腰から

この要望事項に賛同する方々の署名とともに提出しま

す｡政府として適切な措置を講じてください。

一℃RⅢ
業務三に見合っ

教員の配置

品

教育予算の増額〃

「残業させたら割増賃金をは

らう」 これは長時間労働に歯

止めをかける世界の共通ルー

ルです｡ところが､52年前､公立

学校教員には本給の4％分の

教職調整額を支給する代わり

に､「原則として残業は命じな

い｣､｢残業代は支払わない｣と

いう法律(給特法)がつくられま

した｡しかし､実際には､学校の

仕事も残業も増える一方です。

裁判所も｢給特法は､もはや教

育現場の実情に適合していな

い｣との判断を示しました。

多くの教員が過労死ラインで

働いています｡それでも､授業

準備のために-|一分な時間を使

うことが難しいという現実があ

ります｡学校の業務量に対して、

教員が少なすぎるのです｡これ

を解消しないかぎり､教員の長

時間労働は解決しません。

日本の教育予算(対GDP比）

は､世界的に見てもたいへん低

い水準にあります｡でも､子ども

に豊かな学びを保障するため

には､教員を適切に配置しなけ

ればなりません｡働きに見合っ

た給与を教員に支払うのは当

然です｡そのために必要な教育

予算を確保することは､国の務

めです。
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出典:OECD｢図表でみる教育2022年園



教員の長時間勤務に歯止めをかけ、

豊かな学校教育を実現するための全国署名

総理大臣殿

総務大臣殿

財務大臣殿

文部科学大臣殿

／
笑では

茎せん／
』ままでは

署名項目
茅願
おち1．教員にも残業代を支給すること

2.学校の業務三に見合った教職員を配置すること

3.これらを実現すべく教育予算を増額すること
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氏名 住所
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片岡洋子勝野正章

》職かけ人

教員の長時間勤務に歯止めをかけ、

豊かな学校教育の実現を求める

教育研究者有志 内田良 尾木直樹片岡洋子勝野正章菊地栄治
名古屋大学教授 法政大学名誉教授 千葉大学名誉教授夷頁大学教授 早稲田大学教授

小園菫弘小玉重夫佐藤学 澤田稔 志水宏吉清水睦美高橋哲 中嶋哲彦
燕頁大学教授 葺涼大学教授 壽莨大学名誉調受 上琶犬学教授 大阪大学教授 日本女子大学教授 大阪大学准教授 愛知工業大学教授

⑨
錘鋤
山本由美

ﾛ■■■

●

ロ

中村雅子浜田博文広田照幸前川喜平松下佳代山本由美吉田文
桜美林大学教授 筑波大学教授 日本大学教授 現代教育行政研究会京都大学教授 和光大学教授 早稲田大学教授

代表

この署名の集約のめど､送り先などは

Change.org署名のサイトをご覧ください。］［全教｡教組共闘連絡会取り扱いグループ団体名


